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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
無
料

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
』

　

（
２
０
１
０
年
８
月
版
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
新
規
個
別
指
導
対
策
と
日
常
の
カ
ル
テ
の
書
き
方
注
意
点
」

新
規
個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

12
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

角
谷
安
規
子
氏
（
関
西
医
科
大
学
研
究
員
、
メ
ー
キ

ャ
ッ
プ
＆
カ
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）　
　

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
無
料

「
医
療
人
に
ふ
さ
わ
し
い
最
近
の
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
テ
ク
ニ
ッ
ク
」（
仮
題
）

南
河
内
地
区
主
催　

ス
タ
ッ
フ
講
習
会

日
時　

12
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
半
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

都
留
民
子
氏
（
広
島
大
学
保
健
福
祉
学
部
教
授
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

※
男
性
も
参
加
で
き
ま
す
、
終
了
後
茶
話
会
（
〜
５
時
）
を

開
き
ま
す

「
女
性
医
師
も
人
生
を
楽
し
め
る―

生
き
生
き
働
け

る
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
、社
会
の
仕
組
み
に
学
ぶ
」

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

街
頭
宣
伝
を
す
る
千
日
前
近

辺
か
ら
ブ
ラ
リ
と
北
の
方
に

歩
い
て
い
く
と
有
名
な
法
善

れ
た
。
２
０
０
１
年
４
月
の

開
館
で
、
上
方
浮
世
絵
を
専

門
に
展
示
し
て
い
る
。
建
物

の
外
観
も
す
て
き
だ
。
落
ち

着
い
た
館
内
と
展
示
物
は
行

っ
て
の
お
楽
し
み
。
ホ
ー
ム

表
す
る
文
人
、
墨
客
の
碑
が

実
に
多
い
。
織
田
作
之
助
を

筆
頭
に
、
平
田
春
一
、
西
田

当
百
、
岸
本
水
府
、
石
濱
恒

夫
と
並
ぶ
。

　

道
頓
堀
通
に
は
松
竹
座
か

と
並
び
、
芝
居
町
と
し
て
道

頓
堀
が
発
展
し
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

竹
本
座
跡
の
碑
は
竹
本
義

太
夫
と
近
松
門
左
衛
門
が
こ

こ
で
人
形
浄
瑠
璃
に
情
熱
を

い
る
。

　

上
方
歌
舞
伎
、
人
形
浄
瑠

璃
…
上
方
浮
世
絵
館
か
ら
道

頓
堀
の
今
昔
の
に
ぎ
わ
い
を

思
う
ひ
と
と
き
が
味
わ
え

る
。

 

（
新
聞
部
・
小
澤
力
）

ら
東
に
順
に
、
往
時
に
は
、

筑
後
座
、
中
の
芝
居（
中

座
）、
角
の
芝
居
（
角
座
）、

角
丸
座
、
豊
竹
座
、
竹
田
座

ペ
ー
ジ
も
充
実
し
て
お
り
、

行
く
前
に
は
必
見
。

　

さ
て
、
こ
の
界
わ
い
、
法

善
寺
横
丁
に
は
、
大
阪
を
代

寺
（
水
か
け
不
動
尊
）
が
あ

る
。
そ
の
少
し
先
に
「
上
方

浮
世
絵
館
」
が
あ
る
。
筆
者

は
本
書
で
は
じ
め
て
教
え
ら
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今
昔
の
に
ぎ
わ
い
思
う

法
善
寺
の
近
く
に
あ
る
上
方
浮
世
絵
館

　

患
者
さ
ん
か
ら
『
中
央
区

史
跡
文
化
事
典
』（
大
阪
市

中
央
区
役
所
発
行
）
を
い
た

だ
い
た
。
Ａ
５
判
１
０
０
㌻

少
し
で
、
持
ち
歩
く
の
に
便

利
で
、
き
れ
い
な
写
真
と
コ

ン
パ
ク
ト
で
分
か
り
や
す
い

説
明
と
地
図
が
つ
い
て
い

る
。

　

歯
科
保
険
医
協
会
が
よ
く

傾
け
、
今
の
国

立
文
楽
劇
場
に

つ
な
が
る
こ
と

を
語
り
か
け
て

本願寺別院の与謝野晶子の歌碑の前でガ
イドの説明を聞く参加者＝３日、堺市　

　

10
月
31
日
は
前
日
の
台
風

く
ず
れ
で
雨
だ
っ
た
が
、
会

場
は
全
国
九
条
の
会
事
務
局

長
・
小
森
陽
一
東
京
大
学
教

授
の
話
に
耳
を
傾
け
る
参
加

者
で
一
杯
で
あ
っ
た
。

　

今
、
我
が
国
の
外
交
防
衛

問
題
が
「
北
朝
鮮
」
に
続
い

て
「
尖
閣
諸
島
」「
日
中
関

係
」と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
沖
縄
に
居
す
わ

る
米
軍
基
地
の
撤
去
を
求
め

る
県
民
、
国
民
は
我
慢
の
限

界
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
現

状
を
理
解
す
る
上
で
大
き
な

力
を
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

鳩
山
前
首
相
が
「
普
天
間

基
地
の
移
転
先
は
国
外
少
な

く
と
も
県
外
」か
ら「
沖
縄
の

米
軍
基
地
は
抑
止
力
」
と
豹

変
し
て
自
民
公
明
政
権
が
交

わ
し
た
日
米
合
意
に
戻
っ
て

総
理
大
臣
を
辞
任
し
た
。
そ

の
闇
の
部
分
が
見
え
て
く

る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
の

中
に
存
在
す
る
ジ
ャ
パ
ン
ハ

ン
ド
ラ
ー
（
日
本
を
誘
導
す

る
人
と
で
も
言
う
べ
き
か
）

の
一
人
、
マ
イ
ケ
ル
・
グ
リ

ー
ン
氏
の
「
日
米
同
盟
の
再

構
築
」
の
中
で
こ
の
枠
に
日

米
同
盟
（
軍
事
同
盟
）
を
さ

ら
に
強
固
に
し
よ
う
と
す
る

し
た
た
か
さ
を
知
る
。

　

戦
後
65
年
間
押
し
付
け
ら

れ
た
沖
縄
軍
事
基
地
撤
去
の

血
の
に
じ
む
闘
い
は
一
歩
ず

つ
前
進
を
続
け
、
沖
縄
に
基

地
は
い
ら
な
い
と
名
護
市
長

選
挙
、
名
護
市
議
会
議
員
選

挙
で
明
確
な
否
を
示
し
た
。

さ
ら
に
沖
縄
の
県
民
の
意
識

調
査
で
は
辺
野
古
基
地
移
設

に
反
対
が
84
％
、
日
米
安
保

維
持
と
い
う
人
は
７
％
に
ま

で
落
ち
込
ん
で
き
て
い
る
。

国
の
政
治
は
主
権
者
国
民
の

動
き
に
よ
っ
て
、
は
た
ま
た

日
米
安
保
条
約
に
よ
っ
て
右

往
左
往
し
て
い
る
。
九
条
の

会
は
２
０
０
４
年
加
藤
周

一
、
大
江
健
三
郎
、
井
上
ひ

さ
し
各
氏
等
の
よ
び
か
け
に

よ
っ
て
生
ま
れ
、
現
在
全
国

で
７
５
０
０
の
九
条
の
会
が

網
の
目
の
よ
う
に
生
ま
れ
て

い
る
。

　

沖
縄
の
基
地
問
題
＝
安
保

条
約
＝
憲
法
九
条
＝
世
界
平

和
に
連
動
し
て
い
る
。

　

思
い
出
さ
れ
る
の
は
安
斎

育
郎
立
命
館
大
学
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉
館
長
の

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

３
日
、
史
跡
を
め
ぐ
り
な
が

ら
堺
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ

よ
う
と
、
第
２
回
の
堺
再
発

見
ウ
オ
ー
ク
を
開
き
、
会
員

と
家
族
な
ど
、
12
人
が
参
加

し
た
。
ガ
イ
ド
役
は
、
堺
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
の

西
井
健
氏
。

　

南
海
本
線
七
道
駅
を
出
発

し
堺
空
襲
の
戦
禍
を
奇
跡
的

に
免
れ
江
戸
時
代
の
面
影
を

残
す
鉄
砲
鍛
冶
屋
敷
や
、
重

要
文
化
財
・
山
口
家
を
は
じ

め
、
本
能
寺
の
変
の
際
に
信

長
と
会
う
た
め
家
康
が
宿
泊

し
て
い
た
と
い
う
妙
國
寺
、

与
謝
野
晶
子
と
鉄
幹
を
引
き

合
わ
せ
た
覚
応
寺
、
明
治
初

期
は
堺
県
庁
だ
っ
た
本
願
寺

堺
別
院
な
ど
を
巡
っ
た
。

　

堺
刃
物
伝
統
産
業
会
館
を

見
学
し
、
終
着
点
の
方
違
神

社
で
お
開
き
に
し
た
後
は
、

広
東
料
理
を
囲
み
、
山
上
紘

志
副
理
事
長
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

世
界
大
会
時
の
ス
ラ
イ
ド
を

肴
に
懇
親
し
た
。

会場一杯の参加者を前に講
演する小森陽一氏＝10月31
日、保険医会館　　　　　

第
２
回
堺
再
発
見
ウ
オ
ー
ク

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

　

お
お
さ
か
医
科
歯
科
九
条
の
会
は
、
東
京
大
学
教
授

で
全
国
「
九
条
の
会
」
事
務
局
長
の
小
森
陽
一
氏
を
招

い
て
10
月
31
日
、
講
演
会
を
開
い
た
。
参
加
し
た
玉
川

和
隆
氏
（
城
東
区
）
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。外

交
防
衛
問
題
理
解
す
る
力
に

〝
九
条
で
平
和
守
れ
る
〞思
い
強
く

玉
川　

和
隆（
城
東
区
）

日
時　

12
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

今
里
聡
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
口
腔
分
子
感
染
制
御

学
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
深
い
う
蝕
へ
の
対
応―

歯
髄
保
存
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

12
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
０
１
１
年
１
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

戸
原
玄
氏
（
日
本
大
学
歯
学
部
摂
食
機
能
療
法
学
准

教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ―

シ
ョ
ン
に
必
要
な
評
価
・
診
断
」

１
月
度
生
涯
研
修

歴
史
と
文
化
に
触
れ
る

道
頓
堀

道
頓
堀

おおさか医科
歯科九条の会

日
時　

２
０
１
１
年
１
月
23
日（
日
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
１
号
会
議
室
（
地
下
鉄

「
千
里
中
央
」
駅
か
ら
徒
歩
３
分
）　
　

定
員
50
人

講
師　

吉
岡
正
雄
氏
（
兵
庫
県
保
険
医
協
会
経
税
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
低
成
長
時
代
の
歯
科
医
院
経
営
〜
低
収
入
で
も
克
ち
残
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
」

北
大
阪
地
区
講
習
会

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

な
い
確
か
な
知
恵
を
身
に
つ

け
て
数
千
万
人
の
犠
牲
の
上

に
手
に
入
れ
た
憲
法
九
条
を

守
る
だ
け
で
な
く
九
条
の
力

に
よ
っ
て
我
国
の
平
和
、
世

界
の
平
和
を
守
る
こ
と
が
出

来
る
。
そ
の
力
を
も
っ
と
も

っ
と
大
き
く
し
な
け
れ
ば
と

の
思
い
を
強
く
し
た
。

「
こ
ん
ど
の
だ

ま
し
は
手
ご
わ

い
ぞ
」
の
講
演

で
あ
る
。
我
わ

れ
国
民
は
権
力

者
か
ら
だ
ま
さ

れ
続
け
て
き

た
、
だ
ま
さ
れ

2010技工士ゼミナール

【時間】午後１時15分～５時
【会場】エルおおさか　【費用】1000円
【内容】第１部・臨床経験発表
第２部・シンポジウム「海外委託技工
現状と今後の展望『裁判でわかったこ
と、国、日技の考え、私達の思い』」
パネリスト・脇本征男氏（歯科技工海
外委託問題訴訟原告代表）ほか
【主催】大阪歯科技工士連絡会
【共催】大阪府歯科保険医協会
※お申し込みは協会事務局まで

12月５日（日）開催


